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は じ め に

　 チ ャガ タイ=ト ル コ語 に よる最 高 傑 作 の ひ とつ と され る 『パ ー プル=ナ ー マ』 の な

か で,筆 者 バ ー ブ ルは つ ぎの よ うに 述 べ て い る。

　 「(フ ェル ガ ー ナ地 方 の)北 に は,以 前 に は,ア ル マ リグAlmalfgh,ア ル マ トゥ

Almatu,そ して 諸文 献 に オ トラ ールOtrarと 記 され て い る ヤ ンギYa嬉iの よ うな都 市

が あ ったが,今 で は モ グー ルMoghalと ウ ズベ ク6zbegに よ って破 壊 され,居 住 地

域 は ま った く残 され て い ない」(間 野1983:191)。16世 紀 初 め の 記 録 で あ る。

　 天 山 山脈 以 南 の 中央 ア ジ アで は,古 来 多 くの オ ア シス都 市 が 成 立 して お り,歴 史 史

料 や 調査 記 録 か ら,そ れ らの継 続 的 な トレイ ス も,か な りの部 分 可 能 で あ る。 また筆

者 が 以 下 に試 み る よ うな,故 城 の分 布 の一 覧 化 も既 に,一 部 で発 表 され て い る(荒 川

1989-90)。 しか し天 山 以北 の地 は,バ ーブ ル の言 うよ うに遊 牧 民 の領域 で あ り,断 片

的 な情 報 しか伝 わ って こな か った 。 そ れ故,歴 史 地 理 的 な考 証 に おい て も,隔 靴 掻 痒
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の感を禁じえなかった。

　 しかし最近の中国の情報の公開が進展したことで,こ の地域のかな りの数の居住遺

跡が確認されるようにな り,直 接現地を訪れる機会も増加してきた。

　本稿は,最 近に公開された現地文献をもとに,筆 者のこれまでの現地踏査での知見

を加えて試みた,天 山北麓の居住遺跡に関する覚書である。

1天 山北麓の遺跡分布 中国の情報公開

1　新疆 各地の 「普査」報告

　最近の中国新疆 ウイグル自治区(以 降は新疆)で の歴史学 ・考古学の研究動向の う

ちで特記されるもののひとつに,専 門雑誌r新疆 文物』の発行(1985年 創刊)と 公開,

そして新疆 各地での文物の実体 ・現状調査とその報告がある。後老は 「普査(survey)」

と呼ぼれ,前 者に個別に発表されつつある。

　新疆各地の普査あるいは調査報告の うちで,〈新疆文物〉編輯部編のr新疆 文物』(烏

魯木斉　新疆維吾尓 自治区文化庁刊)誌 上に紹介されたものは,1998年 第2期 の通

刊第50号 までで,以 下の通 りである。

阿克蘇地区文管所　阿克蘇地区何坪 ・鳥什両県文物調査　　　　　　　　　86-2

阿克蘇地区文管所　新和県文物普査資料　　　　　　　　　　　　　　　　87-1

*昌吉市文化局　昌吉市文物普査資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　88-1

*博州博物館(韓 雪昆)　 博尓塔拉文物古跡調査　　　　　　　　　　　　　88-2

自治区文物普査弁公室 ・吐魯番地区文物普査隊

　　　 吐魯番地区文物普査資料注編　　　　　　　　　　　　　　　　　　　88-3

楼蘭文物普査隊　羅布地区文物普査簡報　　　　　　　　　　　　　　　　　88-3

*新疆文物普査弁公室 ・昌吉文物普査隊　昌吉回族自治州文物普査資料　　　　89-3

*新疆維吾尓自治区文物普査弁公室 ・博尓塔拉蒙古自治州文物普査隊

　　　 博尓塔拉蒙古自治州文物普査資料　　　　　　　　　　　　　　　　　90-1

*新疆維吾尓自治区文物普査弁公室 ・伊犁地区文物普査隊

　　　伊犁 地区文物普査報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90-2

塔克拉焉干沙漠総合考察隊考古組　塔克拉焉干南縁調査　　　　　　　　　　90-4

*自治区文物普査弁公室 ・烏魯木斉市文物普査隊　烏魯木斉市文物普査資料　　91-1

自治区博物館文物隊 ・輪台県文教局　輪台県文物調査　　　　　　　　　　91-2
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*自治区文物普査弁公室 ・吟密地区文物普査隊　哈密地区文物普査資料　　　　91-4

自治区文物普査弁公室 ・巴州文物普査隊

　　　 巴音格樗蒙古自治州文物普査資料　　　　　　　　　　　　　　　　93-1

自治区文物普査弁公室 ・喀什地区文物普査隊　喀什地区文物普査資料注編　　93-3

*新疆維吾尓自治区文物普査弁公室 ・塔城地区文物普査隊

　　　 塔城地区文物普査報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　94-3

自治区文物普査弁公室 ・克州文物普査隊

　　　 克孜勒蘇何尓克孜自治州文物普査報告　　　　　　　　　　　　　　95-3

自治区文物普査弁公室 ・阿克蘇地区文物普査隊

　　　 阿克蘇地区文物普査報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g5-4

　これらの うち,特 に1988年3月 に,国 家文物局のr文 物地図集』の地域資料の整理

のための,「 全彊文物普査工作会議」(『新疆文物』88(1):50)が 開かれた後に発表 さ

れるようになった報告からは様式が一変している。具体的には 「吐魯番地区文物普査

資料注編」以降のものは,そ の所在表記に東経 ・北緯のデータが添付され,石 器時代

の遺跡から革命運動期の施設までをも含む,網 羅的な形式に統一され,地 図一 遺憾

ながら極めて不鮮明一 や一覧表をも備えている。本稿の基礎資料は,お もにこれら

の 「普査」報告からえられた情報である。

　さて現在の自治区の行政区分では,天 山北麓を天山山脈分水嶺を基準に,そ の水系

の北流流域と規定 し,ほ ぼ東から西へ並べれば,次 のような区画となる。

　　吟密地区の伊吾県 ・巴里坤哈薩克自治県　　　　　　昌吉回族自治州

　　烏魯木斉市(烏 魯木斉県を含む)　　　　　　　　　 石河子市

　　奎屯市　　　 (伊犁吟薩克 自治州の塔城地区の一部)烏 蘇県 ・沙湾県

　　博尓塔拉 蒙古自治州

　また複数の分水嶺が東西に並存する中部天山の部分では,イ リ河流域も遊牧 との関

係からここに加える必要があ り,行 政区分では

　　伊犁 吟薩克自治州の伊犁地区

が加わる。幸いなことに,面 積的に狭い石河子市 と奎屯市を除けば,ほ とんどの当該

地域の 「普査」が既に公開されていることになる。先の 「普査」報告一覧の冒頭に,

*をつけたものが本稿での天山北麓の範囲に属する
。
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　 皿　 「普査 」報 告以外 の資料

　昨今の中国の開放 ・公開の流れは,上 に紹介 した資料とは別に,洪 水のような調査

報告及び出土品の情報を我々にもたらしてくれている。それらの うちで,天 山の北麓

の遺跡を個別的ではなく紹介 したものとして,以 下の文献が有用である。

a.考 古学的な専門報告

　新疆社会科学院考古研究所r新疆 考古三十年』烏魯木斉　 1983

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以降(三 十年)と 略す

　王柄華 「天山東段考古調査紀行」　　　　 (王柄華1987;1988a;1988b)

　新疆文化庁 《新疆文物志》編輯室r新疆 文物志選稿』1　 烏魯木斉　 1988

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以降(文 物志)と 略す

　吉木薩尓県文管所 『吉木薩尓文物宣伝資料選編』　 吉木薩尓　 1990

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以降(資 料選)と 略す

　新疆社会科学院考古研究所r新疆 文物考古新収穫i』烏魯木斉　 1995

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以降(新 収穫)と 略す

　これらが本稿の基礎資料の二番 目のものである。

b.各 地のr地 名図志』

　後述する1993年 の現地調査での,文 献情報収集の面での特記すべき成果は,中 国側

の共同研究者たちの尽力で,各 地のr地 名図志』のうちの57種(自 治区全部で約80種)

を正式な送付をうけ,日 本へ将来できたことであった。これらは現在,国 立民族学博

物館付設の地域研究企画交流セソターに収蔵されてお り,研 究者には閲覧の便が用意

されている。

　これらの 『地名図志』の各冊には,精 粗の差はあるものの,大 体 「名勝古跡」と題

する項 目で,所 轄管内の遺跡の概況 と地名の説明が掲げられてお り,他 には見えぬ情

報を含んでいることがある。本稿では,以 下のような行政区の 『地名図志』を参照 し

た。

　　哈密地区　　　　　　　　　　　　　伊吾県 ・巴里坤吟薩克 自治県

　　昌吉回族 自治州　　　　　　　　　 州 ・昌吉県 ・米泉県 ・阜康県 ・吉木薩尓県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奇台県 ・木塁県 ・呼図壁県 ・焉納斯県

　　烏魯木斉市(烏 魯木斉県を含む)　　 烏魯木斉市 ・烏魯木斉県
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　　石河子市　　　　　　　　　　　　　石河子市

　　伊摯哈薩克 自治州の塔城地区の一部　烏蘇県

　　博尓塔拉 蒙古自治州　　　　　　　　博楽市 ・精河県 ・温泉県

　　伊i摯哈薩克 自治州の伊摯地区　　　　屯市 ・伊寧県 ・尼勒克県 ・輩留県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特克斯県 ・察布査尓錫伯自治県

　 これらを,以 降(地 名志)と 略 し,個 別の行政単位の名前を省略 して引用する(た

だし,r昌 吉回族自治州地名図志』のみは,「州地名志」と略す)。

c.最 近 の 各地 の地 方 志

　 最 近 自治 区 の地 方 行 政 単 位 別 に,〈新疆 維 吾尓 自治 区地 方 志 叢 書 〉と銘打 った シ リー

ズ で大 部 な 現代 版 地 方 誌 が,陸 続 と公 刊 され て い る。 これ らの 中 の文 化 の項 目に,当

該 地 の 境 内 の遺 跡 に関 す る記事 が,多 分 そ の地 の 文 物管 理 処 の ス タ ッフの 手 に よ って,

載 せ られ て い る。98年 まで で,筆 者 は33点 の 刊行 を確 認 して い るが,そ れ らの うち で

「天 山 北 麓」 に相 当す るの は 次 の6点 で あ る。

　 r博 楽 市 志 』(92.4)・r呼 図壁 県 志 』(92.5)・r巴 里坤 吟 薩克 自治 県 志 』 ・r焉

納 斯 県 志』(共 に93.4)・r伊 吾 県 志 』(94.4)・ 『奇 台 県 志 』(94.7)・r農 八 師 墾

区 石 河 子 市志 』(94.8)・r塔 城 地 区 志 』(97.10)。

　 これ らを,以 降(地 方 志)と 略 し,個 別 の 行政 単 位 の 名前 を 省略 して 引用 す る。

2　 現地調査 と 「故城」 につ いて

1　 現地調査の経過

　予備情報や確認資料としての文献とは別に,本 稿では現地での知見も採用 した。そ

の大部分は,1991年7月 一9月 ・1992年8月 一9月 ・1993年8月 の国立民族学博物館の

海外調査プロジェクト(代 表松原正毅氏)の 一部であるが,そ のほか筆者が新疆大学

で研修中に,新疆 文化庁文物局の韓翔先生の御好意で実現した,梅 村坦氏の2次 の現

地調査に同行 した際のデータも含まれている。それ らを纏めて表示すれぽ,以 下のよ

うになる(起 点 ・着点はいずれも烏魯木斉)。

　 1987年12月 一88年1月 　　庫尓勒一 庫車一 吐魯番一哈 密

　 1988年2月 　　　　　　 吉木薩尓

　 1991年7月 一9月　　　 博尓塔拉 　　精河一 克拉璃依　　塔城一 和布克寮尓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　467
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　　　　　　　　　　 一 布尓津　　阿尓泰　　富纏一 吉木薩ボー 奇台

　　　　　　　　　　 一 木塁　　巴里坤一 吐魯番

　　　　　　　　　　　伊寧一 察布査ボー 石河子

1992年8月　　　　　　奎屯一 窪城　　　(カザフスタンは省略)一 伊寧

　　　　　　　　　　　昭蘇一 夏塔　　輩留　　新源一 那拉提一 伊寧

　　　　　　　　　　　石河子

　　　9月　　　　　　托克遜一 阿拉溝一 和碩　　庫車　　阿克蘇一一阿合

　　　　　　　　　　　奇一 烏什一 庫尓勒

1993年8月　　　　　　焉者一 巴音布魯克一 庫車

　　　　　　　　　　　木塁一 巴里坤一哈 密

　当然のことながら,こ れらの実地調査の結果は,ス ライ ド・ヴィデナ情報を伴って,

民族博物館や参加者の手許にあ り,公 開の用意がある。また,類 似のコースで現地調

査を行った長澤和俊氏の報告が既に公刊されていることを付言 してお く(長澤1993)。

　 皿　 「故城 」につ いて

　そもそも筆者は,清 朝期の新疆史を専門としてお り,今 回の調査でも主に清代のオ

アシスと城壁,そ れに干倫(karun)軍 台(potay)な どを重点 目標に してきた。 し

か し,オ アシスや近代の都市囲郭は,南 部新疆 のそれらとの比較が不可欠であり,後

者については国境線上に分布するという事情もあって,十 分な観察例を得 られなかっ

た。これらについては,情 報の公開がより緩やかになるであろう他日を期したい。そ

れで今回は清朝期の都市遺跡一 その多 くは現在も発展的に経営されている一 と過

去のそれを,同 一の地図上に並べることで,こ の地域での都市 ・囲郭施設の歴史的あ

りかたを考える資料を供することに した。諸遺跡の所在と規模を一覧表化 したところ

に,あ るとすれば,本 稿のメリットを考えている。そして,現 地を訪れることのでき

た遺跡では,周 辺の景観と現状のコメントを可能な限 り付け加えた。

　 また本稿で故城 と呼ぶ遺跡について補足 しておけぽ,城 の語のイメージはの 日本語

のそれ よりもむしろ漢語に近い。漢語の城の本義は囲郭(city　wallS)で あり,集 住遺

跡 も軍事的 ・政治的施設も,こ の地域では普通に囲郭を持つので,城 の語で表現され

る。その意味で,「古城」「廃城」「城跡」などと表記されているものも含まれる。ま

た阿力麻里故城のように,囲 郭が消滅したような事例も考慮 して,一 定規模以上・お

およそ1万M2以 上,の 居住遺跡も数の うちに入れている。ただし,文 書の出土や文

献史料との対比の可能性のない,石 器時代以前のものは除外した。
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　 要 す るに,紀 元 前2世 紀 頃か ら の,こ の地 の集 住 ・軍 事 ・政 治 施 設 の 遺跡 一 覧 とい

うこ とに な る。

　 III作 成 した フォーマ ッ ト

a　 リス トニアップの対象と呼称:

　　　 1　 イ リ水系を含む,東 部天山山脈北麓の集住 ・軍事 ・政治施設の遺跡

　　　 2　 諸言語の混交事情に鑑み,漢 字表記に統一。(簡体字は 日本の現行表記)

b　配列順序:

　　　 1　 東から西へを基本に,現 在の新疆の行政区分に従い

　　　 2　 同一行政区画内の遺跡は,可 能な限 り所在の経度の東から西へ と配列

c表 示内容と記号説明

　　　所属 「県 ・市」遺跡の通 し番号一 東経の東から一

鶯 灘 欝 　　 (男!名)
のあるもの　 　　 　 　 　　 i

　　　 i　　 　 　 ,　 　 　 ↓

　　　　　　　　 >1　 某々(○ ○)故 城　E.東 経　N.北 緯　A.S.海 抜

　　　　　　　　　　　　　所在　景観情報

公表された遺跡　　　　　ラ◎　　S.形状 ・現況 ・規模

　プラソのあるもの　　　　exc.表 面採集を含む,主 な出土品

　　　　　　　　　　　　　中国王朝名　　推定時代に相当

　　　　　　　　　　　　　*史料上での同定案一 異説も併記　　　(同定がかな
　　　　　　　　　　　　　 り確実なものの創建時期)

　　　　　　　　　　　　　　(参考文献　　地区別 「普査」報告は省略一一)

3　天山北麓の故城跡一覧

1　哈 密地区

a伊 吾 県

　 1下 馬 崖 郷 水 庫 内 遺跡 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　E.95。14'24"N.43。12'23"

　 　 　 　県城 東 方 　 下 馬 崖郷 尤 日庫 買 里村 西 南 約2.5km.　 　 宋 ・元時 代

　 　 　 　 (地名 志:112-113)

　 2支 斯 克 協 海尓 故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.95。14'10"N.43。12'3"
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　　 県城東方　下馬崖郷尤 日庫買里村西南約3km.　 　 空都魯山北麓約48　km.

　　 ◎　S.城 壁　正方形　一辺101-103m　 高さ2.2m.清 代

　　　(地方志:288)

3塩 池故城

　　 県城西方　塩池郷政府南南西約1km.盆 地南端　南山麓　周囲は砂漠

　　 ◎　S.古 い城壁　方形　面積3,400m2辺 周囲300m前 後　時代不明

　　　 (地方志:286-288;地 名志:113-114)

b　 巴里 坤哈 薩 克 自治 県

+1大 河 故 城(破 城子)　 　 　 　 E.93。11℃ ㌔10'54"N.43。39匂0し57"A.S.1644m

　 　 　 　 県 城 東 北 約15km.大 河 郷 干渠 村 西3km.　 　 巴 里坤 湖 に注 ぐ大 河 の 北 岸

　 　 　 　 ◎ 　 S.東 西360m.南 北210m.囲 郭 ほ ぼ残 存

　 　 　 　 exc.灰 陶 罐 ・黒 陶罐 ・蓮 紋 瓦 当 ・銅 鏡 ・開 元 通 宝銀 銭 　 　 　唐 代 　 *唐 ・伊

　 　 　 　 吾 軍

　 　 　 　 (文物 志:70-・71;地 方 志:410,504;地 名 志:244;新 収 穫:540-543)

　 2　 旧戸 村 東 北 故(元 木)城 　 　 　 　 　　 E.93。09'53"N.43。48'55"A.S.1885　 m

　 　 　 　 県城 東 北 　 大河 郷 旧戸 村 東北125km.　 　 慕欽 烏拉 山北 麓 　 山 口

　 　 　 　 S.正 方 形 　 一 辺 約60m　 土塁 跡 ・木 柵 　 　 　元 一清代

　 　 　 　 (地方 志:410,504;地 名 志:245)

+3大 泉湾 村(東)破 城 子　 　 　 　 　 　 　 E.93。3'　32"　N.43。36'　19"A.S.1643　 m

　 　 　 　 県 城 東 方 　 石 人 郷大 泉 湾 村 東500m.

　 　 　 　 S.長 方 形 　 南 北 　230m.東 西810m,土 塁 の一 部 を残 す のみ

　 　 　 　 　 　 　 清 代 　 *老 満 城(康 煕56-1717一 年 の遠 征 軍 陣 地)

　 　 　 　 (地名 志:245)

+4　 巴 里坤 県 満 城 　 　 　 　 　 　E.93。1'20'L2'22"N.43。35'　 40'f-36'6"A.S.1642m

　 　 　 　 県城 東 部 　 　 　新 都 市 の た め西 壁 は 消滅

　 　 　 　 ◎ 　S.正 方 形 　 南 ・北 ・東 囲郭 良好 に残 る　 一 辺 約900m　 高 さ約6m

　 　 　 　 　 　 　 清 代 　 *會 寧 城(乾 隆37--1772一 年)

　 　 　 　 (Mannerheim　 1940:375;地 名志:245)

+5巴 里坤 県漢 城 　 　 　 　 　 　 　E93。 　O'　4'"-1'　7"N.43。35'　 39"一36'6"A.S.1665　 m

　 　 　 　 県城 西 部 　 新 都 市 の た め南 ・東 壁 は 消滅

　 　 　 　 ◎ 　S.正 方 形 　 西 ・北 囲郭 や 西 馬 面 な ど残 存 　新疆 で 最 も良好
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　 　 　 　 　 　 　 清 代(雍 正9-1731-一 年)し ぽ しぼ 改 修

　 　 　 　 (Mannerheim　 1940:375;地 名 志:244)

　 6西 破 城 子

　 　 　 　 県 城 西 北 約4km.花 園 郷

　 　 　 　 S.正 方 形 　一 辺300m前 後 　 北　 20-30m　 西 南 角18mを 残す のみ

　 　 　 　 清 代 ・対 ジ ュ ソガ ル戦 争 の折 りの陣 地 　 東 破城 子 と同 様 の 施設

　 　 　 　 (地名 志:245)

　 皿　 昌 吉 回 族 自 治 州

a木 塁哈 薩 克 自治県

　 1七 介 故 城(七 城 子)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E91。8'27"N.43。34'42"

　 　 　 　大 石 頭 郷 塔 克尓 巴斯 陶 村 東 南2.5km.

　 　 　 　S.約21,600m2方 形 の土 塁 　 　 　清 代

　 2伊尓哈 巴克 遺 跡 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.90。26'25"N.44。3'26"A.S.875m

　 　 　 　S.約15万m2囲 郭 現存 せず 　　 　 漢一唐

+3新 戸故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.90。17'　18"　N.43。52'31"A.S,1,064m

　 　 　 　新 戸 郷 北 北 西1。5km.木 塁 河東 岸

　 　 　 　S。 長 方 形 　 南 北280m　 東 西200m　 約5.4万m2

　 　 　 　exc.灰 陶 ・鉄 梨.「開 元 通宝 」　 　 　 西 遼期

+4油 庫故 城(木 塁 古 城)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E90。16'25"N.43。48'20"

　 　 　 　 県城 南 郊 　 木 塁 河 東岸

　 　 　 　 S.北420m.東800m.南480m.西580m.(周 囲2,280　 m.約287,700

　 　 　 　 m2)

　 　 　 　 exc.「 一 片 の 古 陶 のか け ら も発 見 で きず 」　 *唐(伊 州 ・伊 吾 軍)独 山 守捉

+5英 格塗(馬 場 窩 子or水 草 湾 子)故 城 　 　 　 　 　 　 　 　E.89。56'45"N.43。42'43"

　 　 　 　 県 城 西45km.英 格墜 郷 西1.5　 km.

　 　 　 　 S.東 西280m.南 北300m.約6.4万m2

　 　 　 　 exc.陶 片(灰 陶)・ チ ャガ タイ銀 貨(?)　 　 　 唐 代

+6旧 木 塁 鎮

　 　 　 　 東 城 郷 内　 S,極 一 部 の囲 郭(高3m)　 　 　 清代
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b　 奇 台 県

+1老 奇 台鎮 城 跡 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.89。53'35"N.43。48'29"

　 　 　 　老 奇 台 鎮 西 北部

　 　 　 　S.約18万m2　 　 清 代(靖 遠 城 一乾 隆40-1775一 年)

　 　 　 　 (地方 志:549)

　 2東 地 遺 跡 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E・89。51'22"N・44。0「05"A・S.800m

　 　 　 　西 地 郷 東 地 村 南 南東 約3km.

　 　 　 　S.約12,200m2

　 　 　 　exc.元 代甕 碗 　 　 　 唐一元

　 　 　 　 (謳1989:129;地 方 志:548)

　 3独 山(大 西 溝)故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.89。50'45"N.43。32'39"

　 　 　 　 県城 東 南 約60km.天 山 山 中

　 　 　 　S.約102,070m2　 　 清 代

　 　 　 　 (地方 志:549)

　 4大 湾(唐 朝 坑 堆)遺 跡 　 　 　 　 　 　 　 E.89。46'27"N.44。51'55"A.S　 740m

　 　 　 　西 地 郷 東 地 村　 12隊 西 北1.2km.河 の東 西 岸

　 　 　 　S,約12,000m2唐

　 　 　 　 (地方 志:549)

　 5石 城 子 故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.89045'45"N.43。37'　 OO'「A.S.1,770　 m

　 　 　 　半 裁 溝 郷 麻 溝梁 村 東 北 東 約1km.

　 　 　 　◎ 　 S.残 部　 北 壁 東 西280m　 西壁 南 北155　 m　 　 　 *漢 ・疏 勒 城

　 　 　 　 (王柄 華1988a:2-7;文 物志:53-54;地 名 志:201;地 方 志:546-557)

+6北 道 橋 故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.89。42'15"N.44。07'55"A.S.704m

　 　 　 　県 城 東 北20km.西 地 郷 橋 子村 南 南 東 約Ikm.

　 　 　 　◎ 　S.ほ ぼ正 方 形 　西178m.北150m.南135　 m.東158.

　 　 　 　exc.陶 片 ・石 製 「赤 金 衛都 間 府 」 印　 　　 *唐(回 鵤 路)都 遮 鎮

　 　 　 　 (魏1987:70;王 嫡 華1988a:10-ll;文 物 志:60;地 方 志:548)

　 7　 托 乎 提 尼 亜 孜玖尓 孜 故 城 　 　 　 　　 　E89。38'31"N.43。59'　 10"A.S.813.3　 m

　 　 　 　県 城 東 南 約5km.古 城 郷 果 園 村

　 　 　 　S。 ほぼ 正 方形 　東 西 約160m　 南北 約165　 m　 　 　宋一元

+8吐 虎 馬 克(園 芸 場)故 城 　 　 　 　 　 　 　E89。36'35"　 N.43。48'2"A.S.830m

　 　 　 　県 城 東 南4km.古 城 郷 東 南 約2km.水 磨 河 西 岸
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◎S.北370m.南370m.東450m.西400m.1.5万m2

exc.陶 器 片(遼 ・元 期)・ 鉄 刀 　 　 　 *唐 ・蒲 類 鎮

(王 柄 華1988a:11;文 物 志:59;地 名 志:201;地 方 志:548)

+9　 奇 台(唐 朝 敏 ・水 磨 河 畔)故 城

　 　 　 県 城 東 約1km　 水 磨 河 畔

　 　 　 ◎ 　 S.東 西235m.南 北 約400・m.

　 　 　 exc.陶 盆 ・罐 ・盆 ・青 甕碗 ・チ ャガ タイ 銀貨

E.89。35'　 27"　 N.44。Ol'46"

*唐 ・蒲 類 県

(王 嫡 華1988a:10-11;文 物 志:58-59;地 名 志:200;地 方 志:547)

+10　 老満城遺跡

　　　　県城西北部

　　　　S.約39.6万m2ほ ぼ正方形

　 　 　 　 　 　 E.89。35'07"N.44。00'42"

清 代

c吉 木 薩尓 県

　 1頭 工(得 勒 呼 蘇 台)故 城 　 　 　 　 　 　 　E.89。22'4"N.43。58'32"A.S.680m

　 　 　 　 県 城東14km.二 工郷 六 泉 西 村 南1km.

　 　 　 　 S.正 方 形　 東 西400m　 約60,000m2　 　 唐 一元

　 　 　 　 (地名 志:192;州 地名 志:288)

　 2后 塗 子 故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E89。12'40"N.44。3'42"

　 　 　 　 県 城 北 　 北 庭郷 后 塗 子 村 郷 学校 院 内

　 　 　 　 S.長 方 形 約18万m2　 　 清 代

+3北 庭 故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.89。12'　27"　N.4405'49"

　 　 　 　 県城 北8km.北 庭 郷 政 府北4km.

　 　 　 　 ◎S.周 囲4,596m.(内 城3,003m.)約150万m2

　 　 　 　 exc.陶 片　 　　 *唐 ・北 庭都 護 府 ・庭 州 ・金 満 県 ・ビシ=バ リク

　 　 　 　 (三十 年:148-149;地 名 志:183-185;新 収穫:550-562)

　 4　 小 西 溝(賊 坑 堆梁)故 城 　 　 　 　 　 　 E89。7'40"N.43。48'52"A.S.1,380m

　 　 　 　 泉 子 街 郷 政府 西 北3km.大 龍 口河 河 畔

　 　 　 　 S.東 西150m　 南 北250m　 約26,000m2　 　 新 石器 一唐

　 　 　 　 eXC.五 鉄 銭 ・漢 瓦 　 　 　 *車 師 後部 努 塗谷 ・漢 ・金 満 城

　 　 　 　 　(資料 選:39;地 名 志:194;州 地 名 志:256;閾 ・閻1992:64-66)

　 5東 大 龍 口(泉 子 街)故 城 　 　 　 　 　 　 E.89。6'36"N.43。44'　 49"A.S.1,600m

　 　 　 　 泉 子街 郷 西 南8.5km.東 大 龍 口溝 口　 子 湾
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　 　 　 S.正 方形57m　 約4,400m2　 　 唐一元 　 　 *漢 ・疏 勒 城 ・唐 ・石 会 漢戌

　 　 　　(張1981:151;資 料 選:38～39;地 名 志:194;州 地 方 志:286)

6螢 盤 梁遺 跡 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E89。4'9"N.44。16'42"A .S.573.6m

　 　 　 紅 旗農 場1場16隊 南1km.

　 　 　 S.長 方 形 　 約11,466m2　 　 唐

7讐 河(唐 朝 城)故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.89。2'6"N.44。2'　 52"A.S .695m

　 　 　 県城 西13km.三 台鎮 慶 陽 湖郷 隻 河 街 上 村 北lkm.

　 　 　 S.東 西120m　 南北100m　 約11,000　 m2　 　 *唐 ・沙 鉢 守 捉

　 　 　 (文物 志:57-58;資 料 選:38;地 名 志:193;州 地 名志:288)

8讐 河 遺 跡 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.89。2'　3"　N .44。2'57"A.S.690m

　 　 　 県 城 西 　 三 台鎮 慶 陽 湖 郷 讐 河街 上 村 北1.5km.

　 　 　 S.約10万m2唐

9隻 河(育 昌塗)故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E89。1'27"N .44。2'35"

　 　 　 県 城 西　 三 台鎮 慶 陽 湖 郷讐 河 街 上村 　　 　 清 代

　 　 　 (地名 志:193;州 地 名 志:290)

10八 戸 地(六 戸 地)故 城　 　 　 　 　 　 　 　E88。54'49"N.44。8'13"A.S.620m

　 　 　 県 城 西 　三 台鎮 北6km.羊 圏台 子 村 　 　東 北 に 北 庭 故 城 を 望 む　 北 は 砂 漠

　 　 　 S.長 方形 　 東 西125m　 南北250m　 　 　 *唐 ・漏 洛守 捉

　 　 　 (文 物 志:56-57;資 料 選:37-38;地 名 志:193-194;州 地 名 志:288;新 収 穫:

　 　 　 607)

11護 塗 子(柳 樹 河 ・時和 墜)故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E .89。08'N.44。00'

　 　 　 県城 西4.5km.民 家 に囲 まれ る

　 　 　S.正 方 形120m　 　 　 *清 ・乾 隆36(1771)年 築

　 　 　 (資料 選:39;地 名 志:192-193;州 地 名 志:290)

12　 大泉 故 城

　 　 　S,東 西260m　 南 北180m　 　 　1979年 耕 地 化

　 　 　 (文物 志:64)

13　 韮 菜 園 子 故城

　 　 　大 有 郷 東北10.5km.上 韮 菜 園子 村 山中

　 　 　S.東 西約200m　 南 北180m　 1958年 耕 地 化 　 　 　唐

　 　 　 (地名 志:194;州 地 名 志:289)

14　 老 台(恵 錬 塗)故 城
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　　　老台郷南2km.南 門村　現在は耕地　　　*清 ・乾隆43(1777)年 築

　　　 (地名志:193;州 地名志:290)

15保 恵故城

　　　県城西北部　西門村　　　清

　　　 (地名志:195)

16榿 安故城

　　　県城西北部　保恵故城と相連なる　現在は居住区　　　*清 ・乾隆37(1772)

　　　年築

　　　 (州地方名志:195)

d阜 康 県

　 1北 庄 子(滋 泥 泉)故 城 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 E.88。36'20"N.44。10'5"

　 　 　 　 滋 泥 泉 郷東 北 東 約12km.北 庄 子村 北

　 　 　 　 S.約46,200m2長 方 形(?)　 南 北220m　 東 西210m　 　 　唐一元

　 　 　 　 (文物 志:61-62)

　 2六 運 故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E・88。01'45"N・44。10'42"

　 　 　 　 九 運 街 郷 西北 約3.5km.

　 　 　 　 S.約1.2万m2長 方形 　 南 北400m　 東 西 　 300m　 現 在 は 耕地

　 　 　 　 exc.灰 陶 ・チ ャ ガタ イ金 貨 　 　 　唐 一明　 *唐 ・渠翠 ・Kullug

　 　 　 　 (文物 志:54-56;地 名 志:181;州 地 名志:289;戴1994:116-117)

　 3阜 康 旧県 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.87。58'　22"N.44。09'13"

　 　 　 　 県 城 西 南部 糧 食 局 院 内　 　 　 清 代

　 4　 阜 北(唐 朝城)故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 E87。53'38"N.44。18'07"A.S.476m

　 　 　 　 阜 北 農 場 基建 隊東 側

　 　 　 　 S.ほ ぼ 正 方形 　一 辺 約65m　 約3,600m2　 　 唐

e米 泉 県

　 1下 沙 河 故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E87035'30"N・43。59'30"

　 　 　 　 県 城 西 北 約6km.

　 　 　 　 S.約163,300m2南 北460m　 東 西355　 m　 　 　唐 一元 　 *唐 ・輪 台 県治

　 　 　 　 (文物 志:62-63;地 名 志:111;州 地 名 志:289)
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f昌 吉市

　 1新 渠 故城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.87。26'　27"N.44。12'40"

　 　 　 　103団 部 西 北 約17・km.

　 　 　 　◎ 　 S.約2.86万m2南 北252m　 東 西126m　 　 　清 代

　 　 　 　 (文物 志:69-70)

　 2　 昌吉 故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E87。18'18"N.44。01'26"

　 　 　 　市 区 東 北部 　延 安 北 路 と寧 辺 路 の交 差 点付 近

　 　 　 　◎ 　 S.約66万m2長 方 形 　 南 北 約1,100m　 東 西約600m

　 　 　 　exc.大 量 の チ ャガ タイ銀 貨 　 　 　宋一元

　 　 　 　 (文物 志:64-67;州 地 名 志:288)

　 3寧 邊 故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E87・17'47"N.44・01'51"

　 　 　 　市 区 西 北 部

　 　 　 　S.約2.5万m2正 方 形 　一 辺 約500m　 　 　清 代

　 　 　 　 (文物 志:67-68;地 名 志:119)

　 4藍 草溝 故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.87。09'00"N44。04'39"

　 　 　 　市 西 北 西 約13km.二 六 工 郷 と楡 樹 溝 郷 の境

　 　 　 　◎ 　 S.約14.9万m2ほ ぼ正 方 形 　南 北400m　 東 西380m　 　 　清 代

　 　 　 　 (文物 志:68-69;地 名 志:120;州 地 名 志:289-290)

　 5　 楡 樹 溝 故城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E87。05'00"N.44。06'16"

　 　 　 　 市 西北 西 約19km.

　 　 　 　 S.約1万m2正 方 形 　 　 　清 代

g呼 図壁 県

　 1阿 魏灘 故城(元 城 子)　 　 　 　 　 　 　 E.86。48'36"N.44。01'13"A.S.823　 m

　 　 　 　 県 城 西 南約20km.石 梯 子 郷 阿 魏灘 村 　 呼 図 壁 河東 岸 台地

　 　 　 　 S.不 規 則 な 多辺 形 　 　 　面 積18,5002

　 　 　 　 exc.宋 元 期 の 銅 鏡 　 　 　唐一元 　 *元 ・古 塔 巴城

　 　 　 　 (戴1991:58-60;地 方 志:557)

　 2　 馬 橋(馬 橋 子)城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.86・48'36"N.44。01'13"

　 　 　 　 県 城 西北 約84km.(106団7連 耕 地 中)

　 　 　 　 S.囲 郭跡 　 南 北350m　 東 西170m　 高 さ3m　 1865年 ム ス リム徐 学 功 の

　 　 　 　 築 城
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　　　　 (地名志:160;州 地名志:290;地 方志:557)

　 3　馬橋小城(仮 称)

　　　　馬橋(馬 橋子)城 の西北方 「不遠」処

　　　　 S.囲 郭跡　南北195m　 東西170m　 高さ4m　 四周に水堀跡　時代不明

　　　　 (地方志:557)

　 4頭 道溝故城

　　　　聚園農場西北9km　 　　頭道溝に隣接

　　　　 S.面 積3,600m2　 　 囲郭東西北ほぼ残存　高さ4m　 四周に水堀跡

　　　　　清 ・同治年間

　　　　 (地名志:160;州 地名志:290;地 方志:557)

　 5　白坑堆故城

　　　　 白吃堆村東の台地上

　　　　 S.南 北約100m　 東西約66m　 囲郭はほとんど破損　残存部の高さ2～3

　　　　 m　 時代不明

　　　　 (地名志:159-160;州 地名志:290;地 方志:557)

　 6　古塔巴(唐 朝)城

　　　　園戸村郷政府の北　公安局看守所の南

　　　　 S.南 北800m　 東西約450m　 囲郭残存部の高さ約10m　 県内最大規模

　　　　ただし1965-66年 に,耕 地化 して消滅　　　西遼期

　　　　 (地方志:557-558)

　 7景 化城

　　　　現県城内 　　 清 ・乾隆29(1764)年

　　　　 (地方志:558)

h　 璃 納 斯 県

　 1塔 西 河 古 量 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.86。24'09"N.44。14'08"A.S.490m

　 　 　 　 県 城 東16km包 家 店 郷 東 約7km.塔 西 河 村西 約600　 m烏 伊 公 路 の北2km

　 　 　 　 ◎ 　 S.南 北150m　 東 西175～180m　 西 面残 壁 高 さ3m　 　 　 約2.2万m2

　 　 　 　 exc.陶 甕,缶 　　 　 唐 一元

　 　 　 　 (王広 榮1989:107;地 名 志:217;州 地 名 志:289;地 方 志:434)

　 2塔 西 河 故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E86。22'38"N.44。13'　 19"

　 　 　 　 県城 東16km.包 家 店 郷 塔 西河 村 西 南2km.烏 伊 公 路 の北300　 m.
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　 　 　S.面 積5万m2東 西2門 跡 　 　 　 清 ・乾 隆42(1777)年 築 　千 総 駐 地

　 　 　 (地名 志:217;地 方 志:434)

3楼 南故 城(焉 納 斯 破城 子 ・唐 城)　 　 E86。14'40"N.44。18'45"A.S.447m

　 　 　県城 東 南 約2km.頭 工 郷楼 南 村

　 　 　◎ 　S.約29万m2長 方 形 　 東 約620m　 南500m　 西 ・北520m　 周 囲

　 　 　2,260m

　 　 　exc.清 末 外 国 人 が 数 台 の車 で 持 ち去 る ・文 革 中 も散 逸 　 　 　唐 一元 　 *唐 ・

　 　 　烏宰 守 捉

　 　 　 (王広 榮1989:106;地 名 志:217;地 方 志:434)

4　 康 吉城 残 培 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E・86。12'28"N・44。18'41"

　 　 　県城 西 北 部 　 烏伊 公 路 の北50m.　 　 唐 一元

　 　 　 (地方 志:434)

5土 炮 営 円城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.86。07'22"N.44。40'49"

　 　 　六 戸 地 郷 北 約3km.

　 　 　S.約1.4万m2円 形 　 　 　唐一元

6土 炮 営 遺 跡 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.86。07'22"N・44。40'49"

　 　 　六 戸 地 郷 西 北 約3km.

　 　 　S.約1.5万m2正 方 形 　 　 　唐一元

7　 西営 城(錫 城 跡)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.86。40'N.44。52'36"

　 　 　県北 部 　 148団 営 塗 村 北2km.(2連 中)

　 　 　S.約274,950m2　 　 唐+清 ・同 治期 の駐 営 地

　 　 　 (地名 志:219-290;地 方 志:434)

8　 馬橋 城 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E86。17'40"N.44。56'36'

　 　 　県北 部 　 149団 馬 橋 村(15連)

　 　 　S.約62,500m2　 　 清代

　 　 　 (地名 志:219)

9　 野馬 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E86。12'00"N.44。57'56"

　 　 　県 北 部 　 149団 野 馬 村(良 種 連)北500m　 阜城 鎮 西 北2km.

　 　 　S.約28,200m2正 方形 　 　 　 清 ・同 治期 の駐 営 地

　 　 　 (地名 志:220;地 方 志:434)

10東(阜)故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.860　10'　09"N.44。57'29"

　 　 　県北 部 　 149団 城南 村 　北 約1.2km.皇 城 鎮 西3km.
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　　　　S.約52,800m2正 方形　各約300m　 　　清 ・同治期の駐営地

　　　　 (地名志:220;州 地名志:289;地 方志:434)

　 ll西 故城

　　　　県北部　 150団部南　　　清 ・同治期の駐営地

　附註:「 普査」の報告が発表されていない石河子市に関しては,断 片的ながら 「石

河墾区」に,東 阜城 ・西古城 ・野馬城が発見 され たとい う情報が存在する(辛

1991:62)。 確かに,石 河子市の地方志を検索 して見 ると,石 河子市に本部を置 く,

建設兵団農八師傘下のi48団 ・149団 ・150団が記載されている(地 方志:付 図,175,

181-182)。 となると,焉 納斯県属の7か ら11までの遺跡は石河子市の項をたてて配列

すべきなのかも知れない。 しか し他の情報 と矛盾することになるし,兵 団と一般行政

区画との関係は,今 ひとつ不明な部分があるので,地 名志の記述に従って,こ れらの

5つ の遺跡は焉納斯県に配 しておく。

　 1皿　 烏 魯木斉市

　 1東 河煽故城　　　　　　　　　　　　　　　　　　E.88。28'33"N・43。24'31"

　　　　烏魯木斉県東溝郷東南約2km.ボ グ ト山南麓　東河煽西岸

　　　　S.南 北200m　 東西50m　 　　青銅器時代一漢

　 2葦 子街村欄故城　　　　　　　　　　　　　　　　 E.88。27'11"N.43。25■6"

　　　　東溝郷葦子街村西南約600m.東 溝河西岸

　　　　S.現 存　東西90m　 南北20m　 　　青銅器時代一漢

　 3八 家湖村故城　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E・88。21'24"N・43。21'

　　　　達坂城鎮八家湖村北約200m　 東溝河西岸

　　　　S.旧 約10畝 　　　鉄器時代

十4峡 口村1乞瘤城　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 E.88。20'9"N.43。19'31"

　　　　達坂城鎮東南約4km.峡 口北部約4mの 小石山上

　　　　S.ほ ぼ正方形　周囲約360m　 　　鉄器時代?　 清代

　 5嘉 徳城　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E88。18'20"N.43。21'16"

　　　　達坂城鎮口

　　　　S.東 西407m　 南北305　m　 　　清代(1782年)

　 6塩 湖故城　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E.88。6'7"N.43。24'56"

　　　　塩湖火車立占西南約500m.
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　 　 　 　S.南 北 の2区 　 南 区:南 北44m　 東 西45　 北 区:南 北94m　 東 西45　m

　 　 　 　 　 　清 代

+7　 夏熱 嗅 故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.87。52'50"N.42。49'39"

　 　 　 　市 南 部 　 南 山 区 夏熱 嗅 口東 　 阿拉 溝 口鉄 路 大 橋 東 約250m.

　 　 　 　S.南 北87.2m　 東 西76m.　 (石塁)唐 代

　 　 　 　 (黄文 弼1958:2;地 名 志:261)

　 8七 道 湾 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.87。38'24"N.43。52'39"

　 　 　 　七 道 湾 郷 政 府付 近

　 　 　 　S.正 方 形 　 周 囲約800m　 　 　清 代 　 *屡 豊 墜(乾 隆27-1762一 年)

+9　 延!化城 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E.87。37'24"N.43。47'44"

　 　 　 　烏 魯 木 斉 市 光 華路 南 端 　 　 　 囲郭 は 現存 せず

　 　 　 　S.旧 周囲2.95km.　 　 清 代(乾 隆28-1763一 年+光 緒12-1886一 年)

　 　 　 　 (Mannerheim　 1940:306;Wiens　 1963:446;白 須1988a)

　 10六 道 湾 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.87。35'54"　 N.43。50'

　 　 　 　六 道 湾 西 村3・4隊 内

　 　 　 　S.南 北249m　 東西228m　 　 　清代 　 *恵 彼 塗

　 11三 工 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.87。34'15"N.43。54'18"

　 　 　 　二 工 郷 三 工 村居 民 区

　 　 　 　S.正 方 形 　 南227m　 東270m　 　 　清 一民 国

　 12　 二 工 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.87。34'2"N.43。52'31"

　 　 　 　二 工 郷 政 府 東北

　 　 　 　S.正 方 形 　 周 囲約800m　 　 　清 代 　 *懐 義 塗(乾 隆27-1762一 年)

　 13　 蟄 寧 城 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E87。33'46"N.43。48'17"

　 　 　 　烏 魯 木 斉 市 内　新疆 八 一 農学 院 院 内

　 　 　 　S.旧 周 囲5.36km.　 　 清 代(乾 隆37-1772一 年)

　14皇 城

　 　 　 　烏 魯 木 斉 市 内　 団結 路 中 段 　 　　 清 代 　 1864年 　 清 真 王 妥 明 の宮 殿 跡

　 　 　 　 (地名 志:260)

　15四 工 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.87。33'　24"N.43。54'47"

　 　 　 　ニ 工 郷 三工 村3隊 居 民 区

　 　 　 　S.正 方 形 　東245m　 南269m　 　 　清一民 国　 *宝 昌墜(乾 隆27--1762一 年)

+16烏 拉 泊 故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.87。27'11"N・43。25'6"
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　　　　市南方　烏拉泊村南

　　　　◎　 S.南 北550m　 東西450m　 高さ4m　 　　唐一元

　　　　 (文物志:72;林1979:41;白 須1988b:13-15;地 名志:303)

　 17頭 屯街破城子　　　　　　　　　　　　　　　　　 E.87。20'　26"N.43。59'　4"

　　　　五一農場5隊 居民区

　　　　S.南 北244m　 東西約184m　 　　清代　*千総塗(乾 隆24-1759一年)

　 】V　伊犁哈薩克 自治州 の塔 城地 区

a沙 湾県

　 1鉄 門濫遺跡　　　　　　　　　　　　　　　E.85。17'N.44。5S'A.S.315m

　　　　県城の北北西70km　 ジュソガル砂漠の南縁　マナス河の北3km

　　　　 S.方 形　一辺50mの 土塁跡　　　清代旧沙湾城

　　　　　(地方志:802)

　 2　水磨溝老営　　　　　　　　　　　　　　　 E.85。5()'　N.44。20'A.S.495　 m

　　　　烏蘭烏蘇郷水磨溝村

　　　　 S.南 北102m　 東西105　m　 　　*清代軍台

　　　　　(地方志:802)

b　烏蘇県

+1烏 蘇鎮古城　　　　　　　　　　　　　E.84。40'　30'tN.44。26'A.S.472m

　　　　 県城内

　　　　 四方形　城壁の一部残存　　　清代以来の旧烏蘇鎮

　　　　　(地方志:801)

　　2金 将軍老営　　　　　　　　　　　　E.84。37'20"N.44。22'11"A.S.380m

　　　　 西湖郷政府西北500m　 　　1870-80代 　駐屯旗兵の兵営

　　　　　(地名志:116;地 方志:801)

　 V　 博尓塔拉 蒙 古 自 治 州

a精 河 県

　 1安 阜 旧城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.82。52'52"N.44。36'32"A.S.約314m
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　 　 　 　 県城 西 北 郷 農 機 姑 家属 院裏 　 　 　 精河 東 岸 約650m

　 　 　 　 S.ほ ぼ矩 形 　 南 北約166m　 東 西 約122m　 　　 清 代

b　 博尓塔拉(博 楽)市

+1達 勒特 故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.82。20'50"N.44。45'32"A.S.約325　 m

　 　 　 　 博尓塔拉 市 東 南 約27km.達 勒 特 郷 東 南 約9km.破 城 子 村北 　 博尓塔拉 河

　 　 　 　 と大河 沿 子 河 の合 流 点 の北 岸

　 　 　 　 ◎ 　 S.東 西1,000m　 南 北500m.

　 　 　 　 exc.銅 鏡 ・チ ャガ タイ 貨 幣 そ の他 　 　　 唐 ・宋一元 　 *唐 ・隻 河 都 督府 　 元 ・

　 　 　 　 普 刺 城

　 　 　 　 (文 物 志:73-74;韓1992a;1992b;地 名 志:165;地 方 志:555-557;新 収 穫:

　 　 　 　 593-594)

+2青 得 里 郷(杜尓 布 里 金 ・博 楽)故 城E.82。00'30"N.44。54'00"A.S.約520m

　 　 　 　 博尓塔拉 市 西約5km.博尓塔拉 市 青 得里 郷 阿里 翁 白新村 西 南 隅 　 博尓塔拉

　 　 　 　 河 北 岸

　 　 　 　 ◎ 　 S.東 西385m　 南 北280m

　 　 　 　 exc.西 遼 陶 壷 ・元 代璃 璃 飾 り　 　 　 唐一宋 　 　 *元 ・普刺 城

　 　 　 　 (張1987:154-158;地 名志:165-166;地 方 志:556;新 収 穫:594)

c温 泉 県

　 1哈 日布 呼 故 城 　 　 　 　 　 　 　 E81。35'45"N.44。58'30"A.S.約820m

　 　 　 　 温 泉 県東 約50km.哈 日布 呼鎮 南 約4km.圭 屯 布 拉 克 村 西 南角 　 博尓塔拉

　 　 　 　 河南2km.

　 　 　 　 S.ほ ぼ長 方 形 　 東 西約448m　 南 北386m

　 　 　 　 exc.銅 鏡 ・ア ラ ブ文 字 銅 銭 　 　 　唐 ・宋一元

　 　 　 　 (文物 志:74;地 名 志:147;新 収 穫:594-595)

　 V[伊犁 吟 薩 克 自 治 州 の 伊 摯 地 区

a伊 寧 県

　 1阿 布 那 什城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E。81。37'22"N.43。49'38"A.S.700m

　 　 　 　 阿 熱 吾斯 坦 郷布 拉 克 巴 什 村 西2.5km.
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　 　 　 　 S.長 方形 　南 北230m　 東 西140m(周 囲740m)　 　 　 元

　 2布 拉 克 巴什城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E81。35'42"N.43。49'03"A.S.690m

　 　 　 　 布 拉 克 巴 什 村北200m.

　 　 　 　 S.正 方 形 　一 辺200m　 　 　元

　 3可 坦 買 里 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E81。35'26"N、43。49'22"A.S.690m

　 　 　 　 布 拉 克 巴什 村 北600m.

　 　 　 　 S.正 方 形 　 一 辺200m(周 囲800m)　 　 　 元

　 4　 吐 魯番 干 孜(大 金 場 ・小金 場 ・阿脱 諾克)故 城 　 　 　 　 E.81。30'10"N.43。00'

　 　 　 　 伊 寧市 東 北 約26.2km.吐 魯 番 子 孜 村 北

　 　 　 　 S.二 城 連 結 　 大 金 場:正 方 形 　 周 囲 約1,400m

　 　 　 　 故 城　 東 西 約1,800m　 南 北 約4,500m

　 　 　 　 exc.銅 銭 ・ア ラ ブ文 字 銭 　 　 　唐 一元 　 *弓 月 城

　 　 　 　 (三十年:170-171;孟1979:129-133;黄 烈1989:275-276;地 名志:121)

b　 震 城 県

+1恵 遠 老 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.80。56'　N.43。56'30"A.S.583　 m

　 　 　 　 恵 遠 郷伊犁 河畔 　 　 　 南 側 は イ リ河 の 流 れ で 崩壊 ・西 壁 も無 し

　 　 　 　 ◎ 　 S.残 存 部 分 　 東860m　 北840m　 高4-5m　 　 　 清 代(乾 隆

　 　 　 　 28-1763一 年)

　 　 　 　 (文物 志:75-76)

　 2繧 定城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.80。52'30"N.44。03'

　 　 　 　 水 定鎮 内　 　　 清 代(乾 隆27-1762一 年)

　 3廣 仁 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.80。51'　N.44。13'45"

　 　 　 　 藍 草 溝郷 政 府 駐 地 　 　 　清 代(乾 隆45-1780一 年)

　 　 　 　 　(地 方 志:567)

十4謄 徳 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.80。50'　35"　N.44。14'

　 　 　 　 清 水 鎮 内　 西 側 囲郭 の一部 残 存 　 　 　 清 代(乾 隆42-1777一 年)

　 　 　 　 　(地方 志:567-568)

　 5塔 勒 奇 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E80。48'40"N.44。02'35"A.S.614m

　 　 　 　 三 道 河 郷 塔 勒奇 城 内　 　　 塔勒 奇 河 東 岸

　 　 　 　 S.ほ ぼ 正 方 形 　 南 北358m　 東 西322m　 　 　 清 代*塔 勒 奇 城(乾 隆

　 　 　 　 26-1761一 年)
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　 　 　 　(三十年:170;地 方 志:567)

6磨 河(赤 木JL・ 阿尓 呑 勒克)故 城 　 　 E.80。48'26"N.44。03'45"A.S.624　 m

　 　 　 三 道 河郷 塔 勒 奇 村 北 　　 　 良繁 場2隊

　 　 　 ◎ 　 S.長 方 形(?)　 一辺 約350m　 周 囲1,420m/2,282m

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 唐一元 　 　 　 *阿 力麻 里 城

　 　 　 　(三十年:170;孟1979:133-135;黄1989:276;地 方 志:566--567)

十7三 宮 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.80。47'30"N.44。06'40"A.S.640m

　 　 　 三 宮 郷 三 宮水 庫 東 側

　 　 　 S.ほ ぼ 正方 形 　 南 北196m　 東 西193　 m　 　 　元

　8　 雷尓 果 斯(阿 力麻 里)故 城 　　 　 　　 　　 　 　E.80。30'N.44。14'30"A.S.　 m

　 　 　 61団 場2連 　 耕 地 の 中　 克干 山 の南 麓

　 　 　 S.周 囲50華 里　 現 在 は 平 地

　 　 　 exc.金 ・銀 ・銅 貨 ・十 字 架 ・シ リア文 碑 　 　 　 元 　 *阿 力 麻 里城

　 　 　 　(三十 年:169-170;張1987:149-153;黄 烈1989:277;地 方 志:565-566)

　9索 倫故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.80。29'40"N.44。09'30"A.S.688　 m

　 　 　 62団 場6連 農 田 中

　 　 　 S.ほ ぼ 正方 形 　南 北385m　 東 西375　 m　 　 　唐一元 　 情

　 　 　 　(地方 志:568)

10　 洪 震城 　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　E80。28'N.44。10'

　 　 　 老霧 城62団 駐 地 　 　 　 清 代(乾 隆45-178(F年)

　 　 　 　(地方 志:568)

c　 察 布 査尓 錫 伯 自治 県

+1海 努克 故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.81。21'40"N.43。45'38"

　 　 　 　 海 努克 郷 海 努 克村 東 北6.6km.伊 車 布哈 渠 南岸

　 　 　 　 S.二 重 囲 郭 　 内城:長 方 形 　 南北 約431m　 東 西 　390m　 高 約2.05　 m

　 　 　 　 exc.刀 ・銅 剣 ・銅 騎 馬 像 　 　 　元 　 *也 里 慶 城

　 　 　 　 (三十 年:171-172;黄 烈1989:277-278;地 名 志:133)

d輩 留 県

+1達尓 堤城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E82。25'08"N.43。25'19"A.S.843・6m

　 　 　 　 県 城東16km.阿 承尓 森 郷 達尓 堤 村 西lkm,テ ケス河 ・ク ネス河 の合 流点
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　　 　 　 西 岸

　　 　 　 ◎ 　 S.正 方 形 　 南 北100m　 東 西87m　 　 　 唐一元

　 2夏尓 乎 故 城

　　 　 　 県 城 西 約24km.鉄 阿熱 克 郷 夏尓 乎 村 北

　　 　 　 S.規 模 か な り大 　 1950代 には 囲郭 残 存 　 現 在 は 消 滅

　　 　 　 (地名 志:92)

　 3特 克 斯 塔柳 遺 跡 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.82。24'N.43。27'05"

　　 　 　 県城 西 方 　達尓 特 村 西 北部

　　 　 　 S.南 北 約200m　 東 西 約300m　 　 　清 ・乾 隆期 「回屯 」 跡

　　 　 　 (地名 志:92)

e昭 蘇 県

　 1布尓 施 里哈 城墾 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E80。46'18"N.42。52'A.S.1,705　 m

　　 　 　 県 城 西 南43km.喀 拉 蘇 郷 政 府 北 約6.5　km.布尓 施 里吟 草 原 上

　　 　 　 ◎ 　 S.正 方形 　一 辺75-95m　 　 　 ?

　 2　 胡土 乎 城 塗 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.80。42'30"N.42。41'41"A.S.1,815m

　　 　 　 県城 西 南61km.75団 場 部 南 約2.5　km.天 山 北麓 胡 土乎尓 溝 口の 草 原上

　　 　 　 ◎ 　S.小 墾 城 が南 北 に 並 ぶ 　 いず れ もほ ぼ正 方 形 　 一 辺 約50m

+3　 夏塔(下 台)故 城 　 　 　 　 　 　 　 　 E80。32'48"N.42。51'16"A.S.1,700m

　　 　 　 県城 西 南59・km.夏 塔 郷 政 府 北約19km.北 を テ ケス河 ・東 を シ ャ タ河 に

　　 　 　 臨 む 台地

　　 　 　 ◎ 　S.東 側 の部 分　 　 　Cl4に よ る推 定 　 BC.435-BC.10

　　 　 　 (三十 年:154;新 収 穫:600-601)

　 4　 波 馬 故城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.80。15'44"N.42。45'15"A.S,1,775　 m

　　 　 　 県 城西 南83km.夏 塔 郷74団 場 部 北 約7km.

　　 　 　 ◎ 　S.正 方 形 一 辺350-360m　 周 囲1,420m　 唐 一西遼(C14に よる推 定

　　 　 　 BC.320　 -AD.160)

　　 　 　 (新収穫:601-602)

　 5柔尓 敏 煽 故 城

　　 　 　 (三十 年:154)
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f尼 勒 克 県

　 li寳 普勒 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.82。31'　09"　N.43。46'45"A.S.1,101m

　 　 　 　 県城 東 約2km.

　 　 　 　 ◎　 S.南 北340m　 東西320m　 面 積120畝(約790a.)　 唐一元 代 ・清

　 　 　 　 (地 名志:154)

　 2　 吟 拉蘇 故城(仮 名)

　 　 　 　 県城 西約30km.哈 拉 蘇 以 南 の丘 陵 地 帯　 　 　未 調 査

g新 源 県

　 1阿 克奇 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E.83。21'13"N.43。29'18"A.S.859m

　 　 　 　 県城 北10km.則 克 台鎮 阿 克奇 村 南 約200　 m.

　 　 　 　 ◎　 S.正 方 形 　一 辺220-240・m

+2阿 勒呑 城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　E.83。08'44"N.43。25'30"A.S.867m

　 　 　 　 新 源鎮 阿勒 呑 庫尓 干 村 北 　 輩 乃斯 河 南 岸 台地

　 　 　 　 ◎ 　 S.正 方 形 　 一辺189-188m　 　 　唐一西 遼

4若 干 の 考 察

　 1　 遺跡 の共通点

　現地調査での最も印象深い光景から始めよう。筆者らの調査は盛夏を中心に行われ

たが,ほ とんどの故城遺跡から,南 に雪を戴 く山嶺を見ることができた。紺碧の空と

緑の草原あるいは褐色の ゴビの間に,ダ ーク=ブ ルーの山並 と白いピークの取 り合わ

せは,天 山北麓の共通する景観である。そして山麓から北へ離れれば,山 影は段々と

地平線に沿って低 くなり,逆 に近づけば南に屏風のようにそそ り立つ天山を仰ぎ見る

ことになる。

　天山北麓の故城は,こ の景観的共通性から判るように,南 側の天山から北流する雪

解け水によって維持されていた。北流する河には,200km近 い長さを有する璃那斯

河や奎屯河などもあるが,天 山が視野から消えるような遠隔地区,例 えぽジュンガル

低地などでは故城の存在は知られていない。先掲の リス トの故城が,北 緯の43-44度

のライソにつ らなっていることを改めて確認 しておきたい。 また0.N.C.やT。P.C.

などの,地 形表現に信頼のおける地図上に,そ れらの所在を ドヅトで案配 してみれぽ,
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大部分が山麓扇状地に位置していることも判明するであろ う。

　次にやや細か く,先 掲のフォーマットに従 って故城の立地を見てみると,規 模の大

小はともかく,河 川に沿いながらも,山 口 ・山麓の際一 扇状地の上部　　に位置す

るものと,や や離れて存在するものの2種 に分類できる。天山山脈の雪解け水が,山

岳地帯から平原に流出する処と,そ の分流が形成 した台地の一画との2類 と言い替え

ることもできる。

　 これらでは,山 口に近いものよりは,下 流の台地上の故城の方が規模の大きいとい

う一般的傾向がある。政治と軍事の成立事情の相違が予想されるが,さ らに資料を集

めて考察 したい。

　形状は,圧 倒的に正方形の囲郭を持つものが多い。円形のものはまだ確認されてい

ない。内城や城内を区分する郭壁もかなり一般的である。

　出土品などについては,し調査の精粗が極端であるので,中 国の学界を中心とした遺

跡の歴史上の城市への比定 と同様,そ の一部を紹介するにとどめているので,こ こで

も言及は しない。

皿　小結

　天山北麓の故城遺跡の分布は,漢 籍史料 と照合できるように,東 西の経済 ・政治的

なルー ト上に並んでいたことが確認される。がしか し,東 西に走る天山山脈の垂直高

度差は,古 来遊牧民族たちに良好な夏営地と冬営地とを提供していたし,こ れらの遺

跡が,彼 らの季節移動のルー ト上にあることも,ま た確認されるところである。

　故城が遊牧民の南北の移動ルー トの,途 中一 春 ・秋営地一 なのか ・末端　　冬

営地一 なのかも,今 後の調査 ・検討にまつが,お そらく両種が混在 している印象を

うけた。

　この遊牧民の動線 と遺跡の分布の言及は,パ ノパ渓谷に情報が集中 している。古 く

の王延徳は さておいても,近 代のスタイソ(Stein　1928)や マソネルヘイム(Man-

nerheim　1940),そ れに現代の張承志(張1981)や 戴良佐(戴1992a)の 実地踏査

や白須浄眞(白 須1988b)の 研究が挙げられる。白須が図示 しているように(白 須

1988b:20),こ の東部天山で最も巨大な扇状地を有するこの河谷は,そ の山口にい く

つかの故城を擁する泉子街の集落がある。そ して,こ こからは南にカザフの夏営地を

仰視 し(Stein　1928:558),北 に北庭故城を傭瞼することができる(池1990=47),そ

ういった立地にある。このような具体的な景観報告が,全 ての河谷で行なわれれぽ,

天山の南北を結ぶための政治 ・軍事的な縦断路とは異なった,遊 牧民 との経済的関係
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も視野に含めた,遺 跡分布の意義の解釈が可能 となるであろ う。

皿　残 されている課題

　そもそも本稿で主材料とした 「普査」は,今 後の個別調査の準備のためのデータで

あ り,当 事者たちも認めているように精粗の差があ り,一 部の空白地区も存在する。

a遺 跡分布の調査の精度を高めることが,ま ず期待される。次には遺跡の現代中国の

耕地開発のために,天 山北麓のオアシス規模が爆発的に拡大 した結果,多 くの故城遺

跡が耕地の中に埋没しつつある。と同時に従来からの地名も失念 ・変容されつつある

ようである。遺跡や言語の時代的重層性に鑑みれぽ,b調 査の緊急性も大きな課題と

言わねばならない。そして遊牧民と遺跡の関係を考察するためには,既 述の景観情報

の件とは別に,囲 郭の周囲の未発掘遺跡,言 い替えればヒソター=ラ ソドの耕地 ・牧

地の,歴 史時代の墓地 ・埋葬遺跡の発掘が必要であろう。むろん囲郭遺跡の発掘と併

行して,事 例は少なくとも,c地 域構造を復原 しうるような一点集中的な発掘 も必要

であろう。

　最後に,直 接のヴァージン調査が許されていない我々,外 国人研究者の課題は,公

開された情報を可能な限 り総合 して,世 界的な意義のあるテーマー 具体的な遺跡や

調査 目的一 の設定で,共 同調査の機会を増やすことにあるように思う。総合の完成

度やテーマの普遍性 と調査の具体 目標が,あ る程度に確立 しておれば,か な り展望は

開けてきそ うである。91年 度以来の調査で得た,開 放 ・改革ライソを走る,現 地のひ

とつの印象である。

お　 わ　 り　 に

　1991年からの中央アジア遊牧の実体調査は,そ れぞれの分野で,豊 かな成果と多 く

の宿題を残 した。もっぱら文献での歴史研究に従事 していた筆者には,遺 跡の周辺景

観の共通性その規模の多様性を確認できたことが,大 きな成果であった。

　周辺の景観については,既 述の通 りである。また故城と称せられている遺跡の規模

は,そ れらが 「生きていた」時期の機能の証左であり,文 献史料に記された諸城の立

地や存在意義を,改 めて考察する宿題を課せられたことになった。文献を残す ことの

少なかった古代遊牧民と視線を共有 して,都 市や外来文明の意味を考えることに,正

解があるような予感がする。周辺文明の史料や現地(語)史 料の整合を可能にする,

もうひとつの現地資料を得た筆者の今後の課題である。
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